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小
郡
市
は
、
一
昨
年
に
続
き
昨
年
７
月
及
び

８
月
の
豪
雨
で
住
宅
や
農
業
施
設
が
大
き
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
繰
り
返
す
災
害
に
被
災
し

た
市
民
は
、
経
済
的
精
神
的
に
疲
れ
、
市
に
対

し
一
刻
も
早
い
対
策
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
12
月
議
会
で
は
、
多
く
の

議
員
が
防
災
対
策
に
つ
い
て
市
の
考
え
を
問
い

ま
し
た
。

治
水
対
策
の
強
化
を

　

近
年
の
豪
雨
被
害
は
、
過
去
に
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
雨
量
が
短
時
間
に
集
中
し
て
降
っ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
治
水
対
策

で
は
対
応
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
根
本
的
な
対
策
と
し
て
、
宝
満

川
を
は
じ
め
、
築
地
川
、
口
無
川
、
鎗
巻
川
な

ど
多
く
の
河
川
改
修
が
必
要
で
す
。

　

し
か
し
、
川
底
の
し
ゅ
ん
せ
つ
、
堤
防
の
か

さ
上
げ
な
ど
の
工
事
に
は
巨
額
の
費
用
を
要
す

る
た
め
、
市
は
国
や
県
と
連
携
協
力
し
て
事
業

を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
を
ど
れ
だ
け
迅
速
に
進
め
る
か
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

止
水
板
は
引
き
続
き
検
討

　

市
は
、
家
屋
へ
の
浸
水
を
防
ぐ
止
水
板
設
置

の
補
助
事
業
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年

の
豪
雨
に
よ
る
冠
水
状
況
で
は
止
水
板
だ
け
で

防
ぐ
こ
と
は
難
し
い
と
し
て
、
他
の
水
防
対
策

と
合
わ
せ
た
総
合
的
対
策
の
中
で
引
き
続
き
検

討
し
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

防
災
安
全
課
の
新
設
で　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

 

組
織
体
制
を
強
化

　

市
で
は
、
災
害
対
策
は
こ
れ
ま
で
総
務
課
内

の
防
災
安
全
係
が
所
管
し
て
い
ま
し
た
が
、
災

害
対
策
に
、
よ
り
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と

し
て
、
防
災
安
全
課
を
新
設
す
る
と
し
て
い
ま

す
。

　

市
は
、
合
わ
せ
て
地
域
の
自
主
防
災
組
織
を

こ
れ
ま
で
以
上
に
強
化
し
、
避
難
行
動
要
支
援

者
へ
の
対
応
等
を
支
援
し
て
い
く
と
し
て
い
ま

す
。

　

12
月
定
例
会
に
お
い
て
、
議
員
報

酬
削
減
に
関
す
る
議
員
提
出
議
案
が

提
案
さ
れ
、
全
議
員
の
賛
成
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

予
算
削
減
プ
ラ
ン
に
呼
応

　

こ
れ
ま
で
「
議
会
だ
よ
り
」
で
も

お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
が
、
本
市

の
財
政
は
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
市
は
令
和
元
年
５
月
に

緊
急
財
政
対
策
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。
そ
の
後
９
月
に
は
、
令
和
２
年

度
予
算
編
成
に
係
る
削
減
プ
ラ
ン
を

策
定
す
る
な
ど
、
財
政
健
全
化
へ
向

け
て
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
９
月
に
策
定
し
た
削
減
プ

ラ
ン
に
お
い
て
「
投
資
的
経
費
の
削

減
」
「
事
務
事
業
・
経
常
経
費
の
見

直
し
」
「
総
人
件
費
の
圧
縮
」
を
３

本
の
柱
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
削
減
目
標

額
を
設
定
し
ま
し
た
。
現
在
、
令
和

２
年
度
当
初
予
算
の
編
成
作
業
を
進

め
て
お
り
、
議
会
と
し
て
も
そ
の
動

き
を
注
視
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

市
民
生
活
へ
の
影
響
を
考
慮

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
こ

れ
ま
で
議
会
で
は
、
議
員
報
酬
削
減

に
つ
い
て
、
継
続
し
て
協
議
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
市
民
生
活
に
も
影
響

が
出
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

全
議
員
の
意
思
と
し
て
、
今
年
度
の

議
員
の
報
酬
・
期
末
手
当
を
４
％
削

減
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

来
年
度
以
降
に
つ
い
て
も
、
継
続

し
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
、
市
議
会
一
丸
と
な
っ
て
、

市
と
共
に
財
政
再
建
へ
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

議
員
報
酬
削
減
議
案　

全
議
員
の
賛
成
で
可
決

２
年
続
け
て
の
豪
雨
災
害　
　

対
策
の
強
化
を
議
論
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11
月
７
日
に
兵
庫
県
神
戸
市
、

８
日
に
滋
賀
県
湖
南
市
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

神
戸
市
で
は
、
「
教
職
員
の
働

き
方
改
革
」
に
つ
い
て
視
察
し
ま

し
た
。
人
口
約
１
５
２
万
２
千
人
、

面
積
５
５
７
・
02
平
方
キ
ロ
。

　

神
戸
市
で
は
、
平
成
28
年
度
策

定
の
神
戸
市
教
育
大
綱
に
、
方
針

の
一
つ
と
し
て
「
教
員
の
多
忙
化

対
策
に
取
り
組
む
」
を
あ
げ
、
年

次
的
に
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
「
学
校
へ
の

配
布
物
の
削
減
」
「
通
知
回
答
の

管
理
を
行
う
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
の

導
入
」
「
教
頭
業
務
補
助
ス
タ
ッ

フ
の
配
置
」
「
校
務
支
援
シ
ス
テ

ム
の
全
小
中
学
校
へ
の
導
入
」

「
庶
務
事
務
シ
ス
テ
ム
の
導
入

（
タ
イ
ム
カ
ー
ド
に
よ
る
出
退
勤

管
理
）
」
「
研
修
・
説
明
会
の
動

画
配
信
へ
の
移
行
」
な
ど
で
す
。

　

し
か
し
、
時
間
外
勤
務
時
間
の

削
減
に
は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
と

の
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
は
教
職
員

が
、
様
々
な
改
革
に
よ
っ
て
空
い

た
時
間
に
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
と
、
新
た
な
業
務
を
行
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、
教
職
員
自
ら
の
肉

体
的
・
精
神
的
な
疲
労
は
蓄
積
し
、

自
ら
の
た
め
に
も
、
ひ
い
て
は
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
な
ら
な
い

た
め
、
教
育
委
員
会
は
、
学
校
を

訪
問
し
教
職
員
に
研
修
を
行
い
、

意
識
改
革
を
進
め
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

湖
南
市
で
は
、
「
日
本
語
指
導

が
必
要
な
外
国
人
の
子
ど
も
等
へ

の
支
援
」
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し

た
。
人
口
約
５
万
５
千
人
、
面
積

70
・
40
平
方
キ
ロ
。

　

湖
南
市
で
は
、
５
５
０
０
人
の

外
国
人
が
居
住
し
、
そ
の
66
％
が

ブ
ラ
ジ
ル
国
籍
、
24
％
が
ペ
ル
ー

国
籍
と
の
こ
と
で
、
９
つ
の
小
学

校
と
４
つ
の
中
学
校
に
合
わ
せ
て

２
６
０
名
の
外
国
籍
の
児
童
生
徒

が
通
っ
て
い
ま
す
。

　

児
童
生
徒
支
援
に
つ
い
て
は
、

家
庭
学
習
・
補
習
な
ど
の
学
習
支

援
を
始
め
、
自
尊
感
情
の
高
揚
を

目
指
す
、
母
語
・
母
国
文
化
理
解

を
進
め
る
た
め
の
母
語
支
援
員
の

派
遣
や
日
本
語
指
導
加
配
教
員
の

配
置
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

保
護
者
支
援
に
つ
い
て
は
、
学
期

に
１
回
の
保
護
者
会
の
開
催
や
、

日
本
語
の
理
解
が
困
難
な
保
護
者

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
た
め
通
訳
を
介
し
て
の
日
頃
か

ら
の
連
携
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
後
、
本
市
に
お
い
て
も
多
文

化
共
生
は
重
要
課
題
と
な
っ
て
く

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
学
校

に
お
け
る
き
め
細
か
な
支
援
の
充

実
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

11
月
６
日
に
愛
媛
県
四
国
中
央

市
、
７
日
に
香
川
県
高
松
市
を
視

察
し
ま
し
た
。

　

四
国
中
央
市
で
は
、
「
子
ど
も

若
者
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
」

に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。
人
口

約
８
万
６
千
人
、
面
積
４
２
１
・

24
平
方
キ
ロ
。

　

「
子
ど
も
若
者
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
」
は
平
成
29
年
４
月
に
開
設

し
、
幼
児
か
ら
就
労
を
含
む
社
会

生
活
期
（
具
体
的
に
は
39
歳
ま

で
）
の
一
貫
し
た
支
援
と
子
ど
も

若
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
え

る
施
設
で
す
。
取
組
み
は
大
き
く
、

相
談
支
援
、
療
育
支
援
、
地
域
支

援
の
３
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
相

談
支
援
は
、
関
係
機
関
と
の
連
携

の
も
と
適
切
な
支
援
に
つ
な
げ
る

た
め
の
、
子
ど
も
若
者
総
合
相
談

や
障
害
児
相
談
支
援
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
療
育
支
援
は
、
発
達
に
特

性
の
あ
る
未
就
学
の
子
ど
も
の
基

本
的
な
生
活
習
慣
の
自
立
を
促
し

た
り
、
集
団
生
活
へ
の
適
応
力
を

育
て
た
り
す
る
児
童
発
達
支
援
や

保
育
所
等
訪
問
支
援
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
地
域
支
援
は
、
平

成
19
年
か
ら
個
別
支
援
計
画
の
作

成
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
「
発
達

障
が
い
」
で
は
な
く
、
「
発
達
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
（
少
数
派
）
」
と
い

う
考
え
方
に
共
感
し
ま
し
た
。

　

高
松
市
で
は
、
「
高
齢
者
居
場

所
づ
く
り
事
業
」
に
つ
い
て
視
察

し
ま
し
た
。
人
口
約
42
万
７
千
人
、

面
積
３
７
５
・
41
平
方
キ
ロ
。

　

居
場
所
と
は
、
お
お
む
ね
65
歳

以
上
の
高
齢
者
が
気
軽
に
集
う
こ

と
が
で
き
る
建
物
等
の
ス
ペ
ー
ス

で
、
介
護
予
防
や
健
康
増
進
、
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
世
代
間

交
流
な
ど
様
々
な
地
域
活
動
の
場

と
な
る
も
の
で
す
。
高
松
市
で
は

徒
歩
圏
内
（
５
０
０
Ｍ
）
に
１
か

所
を
目
安
と
し
て
、
３
０
０
か
所

程
度
の
開
設
を
目
指
し
、
平
成
28

年
か
ら
平
成
30
年
度
末
ま
で
に

行
政
視
察
報
告

総
務
文
教
常
任
委
員
会

教
職
員
の
働
き
方
改
革

日
本
語
指
導
が
必
要
な
外
国

人
の
子
ど
も
等
へ
の
支
援

子
ど
も
若
者
発
達

　
　
　
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

保
健
福
祉
常
任
委
員
会

高
齢
者
居
場
所
づ
く
り
事
業

▲日本語指導が必要な外国人の子ど
も等への支援の状況について
　（湖南市）

▲教職員の働き方の改革につい
て（神戸市）

▲子ども若者発達支援センター
事業について（四国中央市）
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２
４
１
か
所
開
設
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
（
日

常
生
活
圏
域
）
で
自
分
ら
し
い
暮

ら
し
を
継
続
で
き
る
地
域
包
括
ケ

ア
の
実
現
を
目
的
に
、
気
楽
に
集

え
る
居
場
所
の
開
設
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
効
果
と
し
て
は
、
主
観
的

健
康
感
の
維
持
・
改
善
率
が
ア
ッ

プ
し
、
居
場
所
参
加
者
の
介
護
保

険
新
規
認
定
者
率
が
全
体
に
比
べ

３
分
の
１
と
低
い
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　

10
月
30
日
に
岡
山
県
津
山
市
、

31
日
に
大
阪
府
大
東
市
、
11
月
１

日
に
大
阪
府
八
尾
市
を
視
察
し
ま

し
た
。

　

津
山
市
で
は
、
「
つ
や
ま
産
業

支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
」
に
つ
い
て

視
察
し
ま
し
た
。
人
口
約
10
万
１

千
人
、
面
積
５
０
６
・
33
平
方
キ

ロ
。

　

平
成
27
年
４
月
、
津
山
市
の
経

済
成
長
、
雇
用
の
創
出
・
維
持
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
地
域
内
発

型
の
産
業
振
興
に
資
す
る
「
つ
や

ま
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置

し
、
地
域
の
企
業
成
長
・
創
業
者

に
対
し
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て

総
合
的
な
支
援
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

つ
や
ま
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
は

「
産
・
学
・
民
・
金
・
官
」
か
ら

な
り
、
４
つ
の
柱
と
し
て
、
「
１
．

産
業
の
集
積
と
成
長
」
「
２
．
地

域
企
業
の
高
付
加
価
値
化
」
「
３
．

創
業
・
新
事
業
の
促
進
」
「
４
．

産
業
人
財
の
育
成
」
を
事
業
の
基

本
方
針
に
掲
げ
、
市
内
企
業
を
訪

問
し
、
情
報
交
換
を
行
い
な
が
ら

企
業
・
創
業
者
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
訪
問
企
業
数
は
、
平
成
27
年

度
３
８
０
件
、
平
成
28
年
度
６
０

２
件
、
平
成
29
年
度
６
２
１
件
、

平
成
30
年
度
６
９
７
件
と
年
々
増

加
し
、
「
革
新
技
術
・
ロ
ボ
ッ
ト

技
術
等
製
品
開
発
支
援
事
業
」

「
市
内
Ｉ
Ｔ
企
業
に
よ
る
ニ
ア

シ
ュ
ア
受
注
体
制
の
構
築
」
「
津

山
高
専
技
術
交
流
プ
ラ
ザ
」
な
ど

様
々
な
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

大
東
市
で
は
、
「
大
東
ま
ち
ゼ

ミ
」
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

人
口
約
12
万
人
、
面
積
18
・
27
平

方
キ
ロ
。

　

平
成
29
年
３
月
、
大
東
市
が
各

商
店
の
存
在
や
特
徴
を
知
っ
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
各
商
店
と
お

客
様
と
の
交
流
を
通
し
、
各
商
店

な
ら
び
に
商
店
街
の
フ
ァ
ン
づ
く

り
と
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
に
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
取
り
組

み
に
興
味
を
持
っ
た
事
業
者
が
集

ま
り
、
平
成
29
年
５
月
に
「
大
東

ま
ち
ゼ
ミ
実
行
委
員
会
」
が
立
ち

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
で
何
度
も
説
明
会

を
開
催
し
て
、
参
加
事
業
者
を
募

り
、
第
１
回
「
大
東
ま
ち
ゼ
ミ
」

は
、
59
講
座
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

来
年
２
月
か
ら
３
月
に
は
、
目
標

講
座
数
１
４
０
、
延
べ
受
講
者
１

５
０
０
人
を
目
指
し
、
第
４
回
目

の
講
座
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

八
尾
市
で
は
、
「
中
小
企
業
地

域
経
済
振
興
基
本
条
例
」
に
つ
い

て
視
察
し
ま
し
た
。
人
口
約
26
万

７
千
人
、
面
積
41
・
72
平
方
キ
ロ
。

　

八
尾
市
は
、
全
国
で
も
有
数
の

中
小
企
業
が
集
ま
る
産
業
の
ま
ち

と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
平

成
13
年
４
月
に
は
、
市
民
、
事
業

所
、
市
（
行
政
）
が
協
力
し
て
中

小
企
業
を
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と

で
、
ま
ち
を
さ
ら
に
“
元
気
”
に

す
る
た
め
に
「
八
尾
市
中
小
企
業

地
域
経
済
振
興
基
本
条
例
」
が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
を
制
定
し
た
効
果
と

し
て
、
八
尾
市
で
は
八
尾
市
立
中

小
企
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
設

置
を
は
じ
め
、
市
内
企
業
の
情
報

発
信
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
助
成

制
度
の
充
実
な
ど
様
々
な
中
小
企

業
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
地
域
の
事
業
者
の

間
で
、
「
も
の
づ
く
り
」
に
対
す

る
誇
り
と
高
い
志
を
持
っ
た
経
営

者
の
グ
ル
ー
プ
が
生
ま
れ
る
と
と

も
に
、
地
域
の
商
業
者
の
中
で
は
、

地
域
に
根
差
し
た
商
い
を
し
、
地

域
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
す
る
取

り
組
み
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

大
東
ま
ち
ゼ
ミ

つ
や
ま
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

都
市
経
済
常
任
委
員
会

▲高齢者居場所づくり事業につ
いて（高松市）

▲つやま産業支援センターの取
り組みについて（津山市）

▲大東まちゼミについて
　（大東市）

▲中小企業地域経済振興基本条例の
取り組みについて（八尾市）

中
小
企
業
地
域
経
済
振
興

基
本
条
例
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令
和
元
年
10
月
21
日
に
「
小
郡

幼
稚
園
の
現
状
に
つ
い
て
」
と
題

し
、
今
年
度
か
ら
三
国
幼
稚
園
と

統
合
さ
れ
た
小
郡
幼
稚
園
を
見
学

し
、
現
状
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

統
合
に
よ
る
大
き
な
支
障
は
な

か
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
夏

休
み
の
間
に
改
修
さ
れ
る
は
ず
の

ト
イ
レ
が
ま
だ
改
修
中
で
、
子
ど

も
た
ち
が
不
自
由
そ
う
で
し
た
。

先
生
方
か
ら
は
、
学
年
別
の
子
ど

も
の
様
子
や
課
題
、
発
達
障
害
等

配
慮
を
要
す
る
子
ど
も
へ
の
支
援

や
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
年
少
ク

ラ
ス
の
状
況
・
預
か
り
保
育
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

小
郡
幼
稚
園
も
人
員
不
足
に
よ

る
勤
務
体
制
の
や
り
く
り
が
大
変

そ
う
で
し
た
。
社
会
の
変
化
に
伴

い
、
ま
だ
ま
だ
様
々
な
課
題
が
あ

る
こ
と
を
再
認
識
し
た
研
修
で
し

た
。

　

令
和
元
年
11
月
18
日
、
合
同
会

社
わ
だ
ち
代
表
の
妹
尾
薫
氏
を
講

師
に
迎
え
「
農
産
物
直
売
所
に
よ

る
地
域
活
性
化
」
に
つ
い
て
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

　

１
９
８
０
年
前
後
か
ら
、
全
国

各
地
で
農
産
物
直
売
所
や
道
の
駅

が
作
ら
れ
、
そ
の
数
は
２
千
か
所

以
上
に
の
ぼ
り
、
飽
和
状
態
に
あ

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
参
入
す
る
場

合
は
、
勝
て
る
戦
略
が
な
け
れ
ば

失
敗
す
る
と
い
う
、
業
界
を
取
り

巻
く
環
境
は
非
常
に
厳
し
い
状
況

で
す
。　

　

ま
た
、
全
国
の
農
業
従
事
者
が

抱
え
る
高
齢
化
や
減
少
問
題
は
、

本
市
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
市
の
特
徴
は
、
一
人
当
た
り

の
農
業
面
積
が
大
き
い
こ
と
で
、

農
業
生
産
効
率
を
あ
げ
る
大
規
模

化
が
進
め
ば
、
直
売
所
の
貧
困
に

つ
な
が
る
矛
盾
も
生
じ
て
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
地
域
活
性
化
を
目
指

す
な
ら
ば
、
地
域
内
経
済
循
環
が

図
れ
る
仕
組
み
作
り
が
大
事
で
あ

り
、
そ
の
為
に
ま
ず
目
的
を
明
確

に
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
と
の

意
見
交
換
会保

健
福
祉
常
任
委
員
会

　

令
和
元
年
10
月
15
日
、
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
と
の
意
見
交

換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

協
議
会
よ
り
、
大
き
く
２
点
、

①
平
成
30
年
度
民
生
委
員
児
童
委

員
活
動
状
況
に
つ
い
て
②
近
隣
市

町
村
に
お
け
る
地
域
福
祉
推
進
体

制
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
各
委
員
よ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
状
況
や
日
頃
か
ら

感
じ
る
こ
と
な
ど
、
補
足
や
課
題

等
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

こ
れ
ら
の
課
題
を
少
し
で
も
解
決

す
る
た
め
に
、
地
域
福
祉
委
員
制

度
を
確
立
し
て
ほ
し
い
と
の
意
見

が
多
く
の
委
員
よ
り
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

保
健
福
祉
常
任
委
員
会
で
は
、

頂
い
た
課
題
に
つ
い
て
早
急
に
調

査
を
行
い
、
関
係
部
署
と
の
協
議

を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
こ

の
意
見
交
換
会
を
通
じ
て
、
改
め

て
民
生
委
員
児
童
委
員
の
役
割
は

大
き
く
多
様
化
し
て
い
る
と
感
じ

ま
し
た
。

６
次
産
業
化
研
究
開
発
・
事
業
化

支
援
セ
ン
タ
ー（
う
き
は
市
）を

視
察

都
市
経
済
常
任
委
員
会

　

令
和
元
年
11
月
11
日
、
都
市
経

済
常
任
委
員
会
は
、
う
き
は
市
の

「
６
次
産
業
化
研
究
開
発
・
事
業

化
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
視
察
し
、

う
き
は
市
が
ど
の
よ
う
に
６
次
産

業
化
へ
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

る
の
か
、
実
際
に
施
設
を
訪
問
し

ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
農
業
者
等
の
所

得
増
大
、
地
域
産
業
の
振
興
を
目

的
と
し
て
、
国
の
補
助
金
を
活
用

し
て
建
設
さ
れ
て
お
り
、
農
業
者
、

商
工
業
者
が
地
域
農
産
物
を
活
用

し
た
加
工
食
品
の
研
究
開
発
、
事

業
化
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、
施
設

運
営
の
た
め
の
協
議
会
を
設
立
し
、

官
民
様
々
な
団
体
の
意
見
を
聞
く

こ
と
で
、
従
来
通
り
の
行
政
主
導

の
運
営
を
改
め
、
様
々
な
意
見
を

取
り
込
み
、
施
設
運
営
を
行
っ
て

い
ま
す
。
施
設
利
用
者
も
着
実
に

増
え
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も

参
考
に
な
る
貴
重
な
意
見
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

議
員
研
修
会

所
管
事
務
調
査

【
保
健
福
祉
常
任
委
員
会
企
画
】

（
研
修
テ
ー
マ
）

小
郡
幼
稚
園
の
現
状
に
つ
い
て

【
都
市
経
済
常
任
委
員
会
企
画
】

（
研
修
テ
ー
マ
）

農
産
物
直
売
所
に
よ
る

地
域
活
性
化
に
つ
い
て

（
講
師
）合
同
会
社
わ
だ
ち　

代
表　
妹
尾　
薫　
氏

請
願
・
陳
情

　

市
政
等
に
関
す
る
要
望
や
意

見
が
あ
る
場
合
、
ど
な
た
で
も

直
接
市
議
会
に
請
願
、
陳
情
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

議
員
の
紹
介
が
あ
る
も
の
を

請
願
、
な
い
も
の
を
陳
情
と
い

い
ま
す
。

　

請
願
と
陳
情
に
は
そ
の
取
扱

い
に
次
の
よ
う
な
違
い
が
あ
り

ま
す
。

請　
願

　

定
例
会
で
審
議
し
、
そ
の
内

容
が
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
採
択
し
、
必
要

な
対
応
を
行
う
と
と
も
に
、
そ

の
結
果
を
請
願
者
に
通
知
し
ま

す
。陳　

情

　

全
議
員
に
そ
の
写
し
を
配
付

し
ま
す
。

　

請
願
、
陳
情
に
つ
い
て
は
、

随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す

が
、
各
定
例
会
で
の
審
議
の
都

合
上
、
締
め
切
り
が
ご
ざ
い
ま

す
。

　

請
願
・
陳
情
の
提
出
方
法
、

そ
の
他
ご
不
明
な
点
等
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
議
会
事
務
局
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。


